






















 

研究目的 

 羊水を用いて染色体異常や代謝異常をはじめとした胎児の先天異常を診断す

るいわゆる出生前診断は,その出生の予防・予知の観点からその有用性が広く認

識され,今やわが国においても各施設で臨床レベルで行われる段階となった。 

 一方,本診断法に不可欠な手技である羊水穿刺法は,母児に多少とも危険をも

たらす可能性を有し,検査精度の向上や適応疾患の拡大と同時に本法の母児に

対する影響の検討も重要な課題となっている。 


